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ごあいさつ ～これまでの吉田病院、これからの吉田病院について～ 

                               
院長  中 村 厚 夫

 

   新しい年を迎え皆様はいかがお過ごしでしょうか。 

元日から能登半島地震のため多くの方が大変な思いをされました。こころよりお見舞い申し 

上げます。吉田病院はボイラー室が水浸しとなり一時稼働停止となりましたが、多くの職員、業 

者の方の対応により、その日のうちに稼働できたこと、緊急時の皆の対応力に感銘を受けた年 

始でした。燕市役所職員にもご協力頂きました。多くの皆様に感謝申し上げます。  

さて今年は県央地域の医療再編が始まります。３月１日に済生会新潟県央基幹病院が開院 

し、当院も４月から公設民営化となり回復期中心、地域密着型病院となります。まずこれまでの 

吉田病院を振り返りましょう。 

   昭和３０年５月、町立吉田病院として創立し、１０月１日新潟県立吉田病院が開院しました。   

病床数９７床（結核病床４９床）でした。昭和４９年４月現在の場所に移転、病床数２０８床。そ  

の後小児科を中心として病床数を増やし、昭和５４年には４５６床となりました。小児疾患の治

療の進歩により病床数は減少、平成１５年に子どもの心外来診療開始。２０年前に虐待、不登

校などのこころの診療の必要性を予測しての開設でした。平成２７年病床数１９９床、稼働病床

１４９床（小児慢性２２床）。平成２９年８月消化器内視鏡センター設立。同じ時期に国の地域

医療構想が始まり、医療の集約化が行われるようになりました。吉田病院は県央基幹病院開

院前に１５０床の急性期病院として建て替えの予定もありましたが、残念ながら実現はしません

でした。医療再編で回復期病床増床の必要性が求められる様になりました。平成３１年４月稼

働病床１１０床（小児慢性１５床）。令和元年１０月電子カルテ稼働、現在に至ります。 

当院は本年 4月より NSGグループの愛広会が運営を行います。移行期は多くの県職員も 

 残り皆様にご迷惑がかからないよう対応します。診療科等に関しては本誌掲載の愛広会紹介 

 をご覧ください。現在新病院建設計画も進行中です。当院は築５０年と老朽化しております。能 

 登半島地震のような規模の地震が県央地区に来る前に早期開院に努めます。 

   令和６年７月は紙幣も変わります。新一万円札の渋沢栄一が最も大切にした論語の精神 

”思いやりの心”を大切に新しい吉田病院を作ります。どうぞよろしくお願いいたします。 
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新潟県が運営する新潟県立吉田病院発行の広報紙「かけはし」は、今回で最終号となります。 

これまでお読みいただきましてありがとうございました。      新潟県立吉田病院 広報委員会    

 

 

 

 

 

 
  

《基 本 理 念》 

地域に信頼され 
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